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主な研究課題 
・分子腫瘍学（がんの遺伝子変異，がんの浸潤・転移等） 
・消化管上皮の分化，増殖，再生に関わる因子の研究 
・ヒトがんの分子細胞遺伝学的研究 
・病理診断に役立つ分子病理診断法（遺伝子診断，サイトメトリー等）の開発 
・バーチャルスライド，遠隔病理診断技術の開発 
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